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アジア人口の高齢化 
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高齢者人口の高齢化 
―平成18年中位推計― 
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2005年(実績) 2030年 2055年 

75歳～  
 1,160( 9%) 

65～74歳  
 1,407(11%) 

15～64歳  
 8,409(66%) 

～14歳  
 1,752(14%) 

総人口 
 1億2,777万人 

総人口 
 1億1,522万人 

総人口 
  8,993万人 

75歳～  
 2,266(20%) 

75歳～  
 2,387(27%) 

65～74歳  
 1,401(12%) 

65～74歳  
 1,260(14%) 

15～64歳  
 6,740(59%) 

15～64歳  
 4,595(51%) 

～14歳  
 1,115(10%) 

～14歳  
 752(8%) 

万人 万人 万人 

歳 歳 歳 

注：2005年は国勢調査結果。総人口には年齢不詳人口を含むため、年齢階級別人口の合計と一致しない。 
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２０２５年度高齢者数

２００５年度高齢者数

全国平均 

546,213人（2005年度） 

738,872人（2025年度） 

単位：人 

【資料】 
   ２005年の高齢者人口については、総務省統計局「平成１７年国勢調査第１次基本集計（確定値）」  
     2025年の高齢者人口については、国立社会保障・人口問題研究所「都道府県の将来推計人口（平成１４年３月推計）」 

高齢化するのは都市人口 

 2 
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高齢者は若返っている 

資料：鈴木隆雄他「日本人高齢者における身体機能の縦断的・横断的変化に関する研究」（第53巻第４号「厚生の指標」2006年４月,ｐ1-10）より引用 

10年前（1992年）と今（2002年）の高齢者の通常歩行速度を比べてみると、 
男女ともに11歳若返っている！（ex.今の75歳は昔の64歳！） 

1992年 

2002年 

通
常
歩
行
速
度
（
ｍ
／

se
c
）
 

1.4 

1.2 

1.0 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

0.0 

65-69歳 70-74歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 65-69歳 70-74歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 

男性 女性 
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自立度の変化パターン 
 －全国高齢者20年の追跡調査ー 

男性 

年齢 

Graduate Decline 

(70.1%) Early Decline 

(19.0%) 

Resilient (10.9%) 

0 

1 

2 

3 

63-65 66-68 69-71 72-74 75-77 78-80 81-83 84-86 87-89 

 

(70.1%) 

(10.9%) 

 

(19.0%) 

自立 

手段的日常
生活動作に
援助が必要 

基本的＆手
段的日常生
活動作に援
助が必要 

死亡 

出典） 秋山弘子 長寿時代の科学と社会の構想   『科学』  岩波書店, 2010 
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女性 

年齢 

Graduate 

Decline(87.9%) 

Early 

Decline(12.1%) 

0 

1 

2 

3 

63-65 66-68 69-71 72-74 75-77 78-80 81-83 84-86 87-89 

 

(87.9%) 

 

 (12.1%) 

自立度の変化パターン 
 －全国高齢者20年の追跡調査ー 

自立 

手段的日常
生活動作に
援助が必要 

基本的＆手
段的日常生
活動作に援
助が必要 

死亡 

 出典)  秋山弘子 長寿時代の科学と社会の構想   『科学』  岩波書店, 2010 

 



 

女性 

 

男性 

友人・近所の人・親戚との対面接触 
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65～69 70～74 75～ 65～69 70～74 75～
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何をなすべきか？（論点） 
 

 自立期間（健康寿命）の延長 

 

 高齢者を社会の支え手に 

 

 住み慣れたところで日常生活の継続
を支える生活環境の整備 
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    高齢社会の課題と可能性 

 

                長寿 

 

 

              

         健康                           経済 

 


